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森林資源

林と里の生産物

里の生態系

財（商品・サービス）化

再生産速度 変動［気候・天災・技術］

（生産速度）

需要家

（利用速度）

生態系・資源・土地利用の改変

技術力

１人当り影響×人口

ガバナンス
（組織的影響力）

政府
資本
有力者
地域社会
個人

政治・思想
宗教・経済・・・

変動

個別事例の図式化の私的改変



高島杣（山作所）

甲賀杣（山作所）

田上杣（山作所）

板縄杣

玉滝杣

国見杣

山国杣

船坂杣

大江杣

貴船杣
天山杣

北野杣

波多杣

奈良期からの杣山

平安期以降の杣山

東大寺の荘園に

東大寺の荘園に

有力者の杣山（群）に

有力者の杣山に

資源の枯渇や社会
政治状況の変化によ
り、次第に変容する。

杣の変容



森林資源

寺院建築用大径材

里の生態系

財（商品・サービス）化

再生産速度 変動［気候・天災・技術］

（生産速度＞再生産速度）

需要家

（利用速度）

山作所・杣

１人当り影響×人口

ガバナンス
政府
有力者

仏教と政治権力

変動

7〜１２ｃの大径材利用

枯渇

×

よその里の生態
系へシフト

杣→一般荘園化

？



森林資源

マツ材・炭・薪・柴
草肥・刈敷

里の生態系

財（商品・サービス）化

再生産速度 変動［気候・天災・技術］

（生産速度）

需要家

（利用速度）

技術力
［縦挽鋸・農業生産力］

１人当り影響×人口
需要地との距離

ガバナンス
政府
有力者
資本
荘園
惣村
個人

その後の林野利用
政治・思想
宗教・経済・・・

変動

生態系・資源・土地利用の改変
・採り尽し→はげ山化
・目的の植生で停止→草地、柴山
・資源のシフト→マツ材の有効活用
・御留山、御立山 ／ ・低圧力で資源残存
・資本による資源の育成→北山・吉野・ブランド炭



近江西部の場合

• 中世以前の材木供給地

としての役割から近世以

降，草刈り場としての重

要性増大→頻繁な相論

• 近世以降，石材の有名

産地として山地からの盛

んな切り出し→近隣での

資源の枯渇と相論



並行して起きた現象

• 頻繁な河川氾濫被害・土砂災害

• 獣害の拡大

↓

• 高度な堤防，治水施設の構築に

膨大な労力と費用をかける（百

間堤など）

• 獣害防備のため猪垣の構築と

高度化（木柵から石垣へ）
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聞き取りに見る共同体内規制

宮座制度の中での山林
管理責任

六人衆による山境管理

山調方による利用の監視

柴草石の搬出システムに
組み込まれた山林保護

搬出路の下側と谷頭部の
伐採禁止

春山行きの時期制限

搬出量自体の限界



京阪近郊の場合

時代区分 キーワード 農 地 山 林 粘土・陶土・土砂

水田 畑 果樹園 陰伐地 割木
生産

植林 陶磁器
生産

瓦生産 鉱物
採取

第１期
（1889～1911年）

近代化
近郊農業地域として
発展

凶作茶を掘り
おこし薩摩芋・
桑栽培

日照確保、肥
料、燃料供給

第２期
（1912～1938年）

鉄道網発達
陶磁器生産停止

富有柿の栽培
開始

鉄道網発達

第３期
（1939～1954年）

戦中戦後の食糧難
食糧増産

第４期
（1955～1973年）

食糧需給好転
米の生産調整
柿畑拡大

果樹園
へ転用

果樹園へ転用 日照確保の
役割のみ

プロパン
ガス普及

スギヒノキ
の植林

ケイ砂採
取

燃料革命

農業の機械化
兼業化

第５期
（1974年～）

開発
学研都市
農業の高齢化、
兼業化

ダルマ窯か
らガス窯
大生産地販
路拡大

竹林拡大

一部での土地利用主要な土地利用

鹿背山の1880年代以降の土地利用年表

停止

陶磁器・瓦
生産

開墾
拡大

面積
拡大 利用停止

農地買収、
兼業・高齢化、



結果 第１期（1889年～1911年）

・里山林

ナラ・クヌギ林
松林
荒地

・農地
谷部：水田
斜面：畑

・木津川の水運利用
・近郊農業地域
・陶磁器生産

第１期の土地被覆図



結果 第５期（1974年～現在）

・里山林
荒地、竹林拡大
・農地
田畑減少
竹林、荒地拡大

第５期の土地被覆図

・学研都市開発に伴う農地買収
・農業の高齢化、兼業化の進行

第４期の土地被覆図



森林？資源

炭・薪・柴・畑・果樹・茶・竹
（多様な商品作物オプション）

里の生態系

財（商品・サービス）化

再生産速度 変動［気候・天災・技術］

（生産速度）

周辺の市場

（利用速度）

技術力

１人当り影響×人口
需要地との距離

ガバナンス
政府
資本
村
個人

大都市近郊の近代
政治・思想

宗教・経済・戦争

変動

生態系・資源・土地利用の改変
→森林ではないが「森林的」な

ものに、しかもモノカルチャーではない
形に置き換えて「里」の連続性を保っ
てきた



森林資源

吉野杉

里の生態系

財（商品・サービス）化

再生産速度
［短伐期→長伐期］

変動［気候・天災・技術］

（生産速度＜最大生産速度）

需要家
建材→樽丸→建材

（利用速度）

生態系・資源・土地利用の改変

技術力
［山守］

１人当り影響×酒飲み人口

ガバナンス
政府
資本
有力者
地域社会
個人

政治・思想
宗教・経済・・・

変動

おまけ：吉野林業

里の生態系

他地域への波及

技術書等

幸福？
破壊？


